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「北海 号」は、白米のアミロース含有率が「ほしのゆめ」より低く 「あやひめ」、
より高い。炊飯米の粘り、柔らかさは「ほしのゆめ」に優る。良食味米として単品での一
般飯米用に適する。

1 来歴
「北海 号」は、良質・耐冷性の低アミロース品種育成を目標として、 年北海

道農業試験場において「空育 号 （後のあきほ）を母とし、きらら の低アミロー」
ス培養変異系統である 晩 （後の北海 号）を父として人工交配を行って育成され
た系統である。同年に を温室で養成し、 年には ～ の 世代を温室で世代促
進を行った。 年に 世代を系統として選抜・固定を図ってきた。 年から「札系

」 、 、の系統番号を付して生産力検定試験および特性検定試験に供試し 年からは
系統適応性検定試験にも供試してきた。さらに 年 より「北海 号」の系統名で
北海道の奨励品種決定調査に供試した。 年に品種名「おぼろづき」で品種登録に出
願し、受理された。 年の世代は雑種第 代である。 、 年にも引き続き奨励
品種決定調査に供試するとともに系統維持を行った。

2 特性概要
( )形態的特性
移植時の苗丈、葉色、葉身の形状は 中 で、苗質は「ほしのゆめ」並である。本田にお

ける初期生育は 「ほしのゆめ」よりも草丈がやや長いが分げつは同程度からやや劣る。、
稈の太さ、剛柔は 中 である。
稈長は ほしのゆめ より ㎝程短く きらら 並の やや短 である 穂長は ほ「 」、 、「 」 。 「

しのゆめ 「きらら 」よりもやや長い 中 、穂数は「ほしのゆめ 「きらら 」よ」、 」、
りも少ない やや多 である。草型は「穂数型」である。一穂籾数は「ほしのゆめ」よりや
や多く「きらら 」並である。粒着密度は「ほしのゆめ 「きらら 」より疎の やや」、
疎 である。
ふ色、ふ先色は、 黄白 で、稀に短芒を有する。脱粒性は 難 である。玄米の形状は、

「ほしのゆめ」並の やや長 で、粒大は「ほしのゆめ」より大きく「きらら 」並の や
や大 である。粒厚は「きらら 」より薄く 「ほしのゆめ」並である。割籾の発生は、、
「ほしのゆめ 「きらら 」より少ない。」、
( )生態的特性
出穂期、成熟期は「ほしのゆめ」並からやや遅く 「きらら 」よりやや早い 中生の、

早 に属する粳種である。耐倒伏性は「ほしのゆめ」より強い 中～やや強 である。障害
型耐冷性は「ほしのゆめ」と同ランクの 強 である。出穂遅延型耐冷性は、 やや強 であ
る。
いもち病抵抗性遺伝子型は と推定され、圃場抵抗性は葉いもちが やや弱 、穂い
もちが 中 である。
玄米千粒重は「きらら 」よりやや軽く 「ほしのゆめ」並の 中 であり、玄米収量は、
「きらら 」より低く 「ほしのゆめ」並からやや低い。、
( )品質および食味特性
玄米は腹白、乳白が少なく良質で 「ほしのゆめ 「きらら 」と同程度の 中上 で、 」、
。 「 」、「 」 「 」、ある 搗精時間は ほしのゆめ きらら よりやや長く搗精歩合は ほしのゆめ

「きらら 」並である。精白米のアミロース含有率は 「ほしのゆめ 「きらら 」よ、 」、
り低く 「あやひめ」より高い。米粒の白濁程度は「あやひめ」や他の北海道の低アミロ、
ース品種より低い。タンパク質含有率は「ほしのゆめ 「きらら 」よりもやや高い。」、
玄米白度、白米白度は「ほしのゆめ」にやや劣る。食味は、粘り、柔らかさが「ほしのゆ
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め 「きらら 」より高く、総合値は「ほしのゆめ」より優る。糊化特性は「ほしのゆ」
め」と「あやひめ」との中間的な特性を示す。

3 試験成績
( )特性調査成績

( )生育・収量・品質調査（北農研標肥区、 ～ 年）

( )食味官能試験成績（北農研）

注 「ほしのゆめ」を基準( )として各項目 （不良）～ （良）の 段階で評価した。）
～ 年標肥栽培、延べ 回の平均値。

( )澱粉中のアミロース含有率( )（北農研）

( )白米のタンパク質含有率( )（北農研）

系統名 出穂期 成熟期 登熟 稈長 穂長 穂数 一穂 倒伏
品種名 日数 籾数 多少

(月.日) (月.日) (日) (㎝) (㎝) (本/㎡) (粒)
北海292号 8.01 9.19 49 66 16.9 589 53.5 無
ほしのゆめ 8.01 9.19 49 70 15.7 681 49.9 無
きらら397 8.02 9.23 52 66 15.9 631 55.0 無

系統名 不稔 割籾 精玄 同左 屑米 玄米 検査
品種名 歩合 歩合 米重 比率 重 千粒重 等級

(%) (%) (㎏/a) (%) (㎏/a) (g)
北海292号 12.6 32.4 46.7 93 8.2 21.1 1下
ほしのゆめ 13.3 63.2 50.2 100 7.0 21.3 2上
きらら397 13.8 37.9 53.5 107 4.7 21.8 1下

系統名
品種名 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥

おぼろづき 6.6 6.8 8.1 7.4 7.2 7.3 7.6 8.8 6.9 7.6 7.3 7.6
ほしのゆめ 5.7 6.0 7.4 7.3 6.7 6.9 7.3 6.9 6.3 6.5 6.7 6.7
きらら397 6.0 6.2 7.3 7.3 6.9 6.7 7.5 7.2 6.4 7.1 6.8 6.9
あやひめ 5.8 5.9 7.5 6.6 7.0 6.8 8.0 8.0 6.7 7.2 7.0 6.9
彩 6.5 6.5 7.6 7.2 8.3 8.4 7.2 7.4 6.4 6.9 7.2 7.3

2004 平均2000 2001 2002 2003

系統名
品種名 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥 標肥 多肥

おぼろづき 12.2 13.2 13.0 13.3 16.0 16.1 15.6 15.7 13.7 14.2 14.1 14.5
ほしのゆめ 19.7 19.8 19.5 18.8 19.9 19.3 18.4 18.6 19.7 19.7 19.4 19.2
きらら397 18.7 19.1 19.2 19.8 19.3 19.1 18.1 18.1 19.7 19.5 19.0 19.1
あやひめ 8.7 8.8 9.7 9.7 14.0 13.7 13.4 13.5 8.8 9.7 10.9 11.1
彩 10.0 10.4 12.9 12.6 15.6 14.9 15.7 15.8 13.2 13.9 13.5 13.5

2004 平均2000 2001 2002 2003

つや 白さ 粘り 柔らかさ 味 総合
0.46 -0.11 0.84 0.72 0.21 0.49

系統名 脱粒
品種名 苗丈 葉色 葉身 細太 剛柔 多少 長短 難易

北海292号 中 中 中 中 中 稀 短 黄白 黄白 やや疎 難 粳
ほしのゆめ やや短 中 中 やや細 やや柔 少 短 黄白 黄白 中 難 粳
きらら397 中 中 中 中 中 稀 短 黄白 黄白 中 難 粳

穎色 粒着密度 粳糯
の別

移植時苗 稈 芒 ふ先色

系統名 割籾
品種名 多少 形状 大小 腹白 心白 乳白 光沢 色沢 品質

北海292号 やや少 やや長 やや大 微 微 微 やや大 中 中上
ほしのゆめ やや多 やや長 中 微 微 微 やや大 やや淡 中上
きらら397 やや少 やや長 やや大 少 微 微 やや大 やや淡 中上

玄米
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( )玄米粒厚別割合調査（北農研、 ～ 年の平均値）

( )障害型耐冷性検定（北農研、 ～ 年の平均値と総合判定）

( )いもち病圃場抵抗性検定（葉いもちは北農研、穂いもちは中央農試、 ～ 年
の平均値と総合判定）

4 普及見込み地帯および対象品種
( )栽培地帯 上川（士別以南 、留萌（中南部 、空知、石狩、後志、日高、胆振、） ）

渡島および檜山各支庁管内
( )対象品種 「ほしのゆめ」の一部および「きらら 」の一部
( )普及見込み面積 北海道

5 栽培上の注意
( )粒厚が薄いので、米選には適切な篩い目を用いる。
( )いもち病抵抗性は十分ではないので、適正な防除に努める。
( )高い食味水準を維持するため、多肥栽培やタンパク質含有率の高くなりやすい土壌で
の作付けを避ける。

6 普及上の留意事項
これまでに育成された低アミロース品種のアミロース含有率は ～ ％程度で、単品

では粘りが強すぎるため主としてブレンド用として用いられている 「北海 号」のア。
ミロース含有率は約 ％で、炊飯米の粘り、柔らかさは既存の低アミロース品種に及ば
ないものの 「ほしのゆめ 「きらら 」を上回り、総合評価も高い。単品利用での食、 」、
味は非常に良く「ほしのゆめ 「きらら 」を上回る。高温年においては玄米の白濁が」、
見られるものの、既存の低アミロース品種に比べるとその程度は少ない。また、高温年の
炊飯米の粘りやもち臭も既存の低アミロース品種にくらべて弱く、単品での利用が可能で
ある。
以上のことから 「北海 号」を「ほしのゆめ」の一部および「きらら 」の一部、

に替えて作付けすることにより、単品利用できる粘りの強い良食味米として新たな需要の
開拓が可能となる。

系統名
品種名

1.9< 2.0< 2.1< 2.2< 1.9< 2.0< 2.1< 2.2<
おぼろづき 36.2 54.1 8.7 1.0 42.2 50.3 6.9 0.6
ほしのゆめ 36.2 54.3 8.5 0.9 42.9 49.4 7.0 0.7
きらら397 19.1 48.8 25.8 6.2 20.1 48.8 25.2 5.9

標肥 多肥
粒厚別（mm・重量%） 粒厚別（mm・重量%）

系統名 出穂期 稔実歩合
品種名 (月.日) (%)

おぼろづき 8.05 30.0 強
ほしのゆめ 8.03 36.5 強
きらら397 8.08 21.7 やや強

判定

系統名
品種名 発病程度 判定 出穂期 発病程度 判定

(0～9) (月.日) (0～9)
北海292号 Pii,Pik 5.9 やや弱 7.30 5.0 中
ほしのゆめ Pia,Pii,Pik 7.4 弱 7.30 7.3 やや弱
きらら397 Pii,Pik 6.5 やや弱 8.01 6.1 中

葉いもち 穂いもち
遺伝子型


